
【形状・構造及び原理等】
1.構成

2.原理
電動式可搬型吸引器で陰圧を発生させ、吸引ボトルの蓋に接続した
吸引チューブによって、患者の吸引物を吸引ボトルへ移送する。 

【使用目的又は効果】
本品は吸引器と回収容器と 接続に用いる柔軟性 ある

令和6年5月9日作成（第１版） 届出番号：23B1X10016000013

器 51  医療用嘴管及び体液誘導管
一般医療機器　吸引チューブ　ＪＭＤＮコード16779000

バキュエイド7325　吸引チューブ

【禁忌・禁止】

<使用方法＞

1.  吸引チューブを洗浄しないで別の患者に使用しないこと。

また、患者個人の使用に限り、複数の患者に使用しないこと。

［感染のおそれがあるため］

本品は吸引器と回収容器との接続に用いる柔軟性のある
プラスチック製のチューブである。 

【使用方法等】
［使用準備］
1) 本品にひび割れ等がないか確認する。
2) 吸引チューブを、吸引ボトルの吸引チューブ接続部に差し込む。

[使用]
1) 吸引器本体の取扱説明書に従い操作する。
2) 必要に応じて吸引カテーテル（別売品）を吸引チューブに

接続して吸引を開始する。

[使用後]
1) 吸引チューブを蓋から外す。
2) 保守・点検に係わる事項のとおり、洗浄する。

【使用上の注意】
<重要な基本的注意>
1) 本品は一人の患者専用とし、使用頻度に応じ適切に交換すること。

<相互作用>
[併用注意]
1) 吸引カテーテル等の中には、本品に接続できないものがある。

使用前に、接続する吸引カテーテルと本品が確実に接続できる
ことを確認すること。

2) 吸引カテーテルの使用方法等は吸引カテーテルの取扱説明書に
従うこと。

【保守・点検に係る事項】
<使用者による保守点検事項>
1) 本品は使い終わるたびに、機器から外し、チューブ内を温かい

流水で十分に洗い流す。
2) 食酢 1 に対して温水 3 の割合の混合液で洗い、温かい流

水ですすぎ、十分に乾燥させる。
3) 使用頻度に応じ、適切に交換する。

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】
製 造 販 売 業 者： SMI合同会社
電 話 番 号： 0561 59 2708電     話    番   号： 0561-59-2708
製     造    業   者： DeVilbiss Healthcare （米国）
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